
PFOA除去性能について（A社高機能活性炭性能データによる）

SV＝2500ｈ-1, 試験水濃度＝0.6～0.9mg/L で破過する通水量は 100L/ｇとなっています。
0.6～0.9mg/L を ng/L で表すと 600,000～900,000ng/L になります。
日本の水道法では、水質管理目標値（暫定目標値）PFOS及び PFOA合算・・・50ng/L（2020 年）なので、
試験水は 12,000～18,000 倍の濃度ということになります。
従って、50ng/L の汚染水を吸着し続け、やがて破過する 1ｇ当たりの通水量は
100Ｌ/ｇ×12,000＝1,200,000Ｌ/ｇ
100Ｌ/ｇ×18,000＝1,800,000Ｌ/ｇ
になります。
今回、高性能活性炭を 500ｇ使用しているので、
1,200,000Ｌ/ｇ×500ｇ＝600,000,000Ｌ
1,800,000Ｌ/ｇ×500ｇ＝900,000,000Ｌ
になります。
標準家庭（夫婦と子供 2人）の 1日当たりの水道水の使用量は、1,000Ｌ/日なので、50ng/L の汚染水が破過
する日数は 600,000日（1643年）～900,000日（2465年）ということになります。
結論：5,000ng/L の汚染水でも計算上は、16.43 年～24.65 年除去できるということになります。

ヤシ殻粒状活性炭でも高機能活性炭の 1/20 の吸着能力を有することから、弊社浄水器「セルフ・ガード」は
6L（2,500ｇ）のヤシ殻粒状活性炭を使用しているので、50ng/L の汚染水が破過する年数は、
5Ｌ/ｇ×12,000＝60,000Ｌ/ｇ
5Ｌ/ｇ×18,000＝90,000Ｌ/ｇ
60,000Ｌ/ｇ×2,500ｇ＝137,500,000Ｌ ÷365,000Ｌ/ 年＝376年
90,000Ｌ/ｇ×2,500ｇ＝225,000,000Ｌ ÷365,000Ｌ/ 年＝616年
になります。
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